
FRANTIÈREオフィシャル教材                     

 

Elémentaire Leçon13-1 （初級 13-1） 

Nous aurons fini nos courses. （買い物は終わっているでしょう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L'objectif de cette leçon （このレッスンの目的） 

・【直説法前未来】について学習します。 

・単語学習では、【時間の表現】について学習します。 
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Partie 1 ～ La conversation（会話） ～ 

マイコと Suzanneが出かける前に、ホストマザーの Carole と Suzanneが話しています。 

 

 

 

 

 

Carole： ★1 Après nos courses, prenons un thé dans un café dans la rue  

  Lecanuet. 

Suzanne： ★2 D’accord. À trois heures, nous aurons fini nos achats. 

Carole： ★3 Alors, je partirai de chez moi à trois heures moins le quart. 

Suzanne： ★4 Appelez-moi quand vous serez arrivées. 

Carole： ★5 Oui. Il fait froid aujourd'hui. Il vaut mieux prendre une veste. 

 

 

Carole： 買い物の後で、Lecanuet通りのカフェでお茶しましょう。 

Suzanne： そうしよう。3時には、買い物も終わっているでしょう。 

Carole： そしたら、3時 15分前に家を出るわね。 

Suzanne： 着いたら連絡してね。 

Carole： ええ。今日は寒いわ。上着を持って出たほうがいいわよ。 

 

 

 

  

講師が「★1（lisez étoile un）」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。その後、

講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 

（先に講師が読む場合があります。その場合は、講師の発音をしっかり聞き、リピートしましょう。） 
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Partie 2 ～ Nouveaux mots（新しい単語） ～ 

 

 

 

□ après ～の後で（前置詞） 

 

□ courses（f複数） 買い物。 

 

□ aurons avoirの単純未来形。 

 

□ achat（m） 買うこと。買い物。 

 

□ alors 英語の then に相当する副詞。その時、その頃、の意。（会話の繋ぎで）それで

は、それなら、の意。 

 

□ moins le quart 「15分前」の意味。但し、2時 45分の場合、よく使われる表記は「2h45」 

 

□ appelez 英語の call に相当する appeler。呼ぶ、電話する。s’appeler で～という名前で

ある。（初級 1参照） 

 

□ il vaut mieux不定詞 ～する方がいい。の意。 

 

□ veste（f） 上着、ジャケットの意味。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ A apprendre seul après le cours（自習用） 
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Partie3 ～ Grammaire（文法） ～ 

【直説法前未来】【非人称主語 il】【時間の表現】および動詞【appeler】について学習します。 

文法に関する説明は、事前に読んで学習し理解しておきましょう。 

 

 

 

 

直説法前未来形（futur antérieur） 

直説法前未来とは、未来のある時点よりも以前に完了するであろう動作、行為を表します。英語の未来完了

（will have 過去分詞）に相当します。 

●未来のある時点までに完了、経験しているであろう動作 

●過去に起こっているであろう出来事について推測する場合（断定しない過去） 

に用います。 

 

主語 + avoirまたは être（直説法単純未来形の活用形）＋ 動詞（過去分詞）+ ～ 

（※直説法単純未来形の作り方は初級 12参照） 

（※過去分詞の作り方と否定文や疑問文の作り方は初級 11参照） 

 

◆基本的には、助動詞は avoir を使いますが、以下の自動詞の場合は être を使います。これは複合過去形

の場合と同じです。 

aller（行く）、venir（来る）、partir（出発する）、arriver（到着する）、entrer（入る）、sortir（出る）、passer（通

る）、monter（上がる）、descendre（下がる）、tomber（落ちる）、naître（生まれる）、mourir（死ぬ）、devenir

（～になる）、rester（留まる）、代名動詞 

※ただし、passer（～過ぎる）、sortir（～を取り出す）が他動詞として使われる場合は avoir を使います。 

 

★6例：Le train sera parti quand j'arriverai à la station. 

（私が駅に着くころには、その電 車は出てしまっているだろう。） 

★7例：Dans deux ans, j’aurai fini les travaux.（2年内に私は工事を終わらせるだろう。） 

★8例：Alexandre n'est pas encore là. Il aura manqué son train.  

（アレクサンドルはまだここに来てない。電車に乗り遅れたのかな。） 

avoir と êtreの単純未来形の活用 

単純未来形については初級 12 で学習しましたが、助動詞としても使われる avoir と être はここで復習し、し

っかりと覚えましょう。 

●【avoir】の直説法単純未来形の活用 

未来形 ★9 単数 複数  

一人称  j’aurai  nous aurons 

二人称  tu auras  vous aurez 

三人称  il aura  ils auront 

 elle aura  elles auront 

講師が「★6 (étoile, six ,lisez)」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。 

その後、講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 



Copyright©Frantière All rights reserved 

●【être】の直説法単純未来形の活用 

未来形 ★10 単数 複数  

一人称  je serai  nous serons 

二人称  tu seras  vous serez 

三人称  il sera  ils seront 

 elle sera  elles seront 

★11 【練習問題～exercices～】 

講師が現在形の文（肯定文、疑問文、否定文）を言いますので、前未来形にしてみましょう。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：（講師）Il arrive à 15h → （生徒）Il sera arrivé à 15h. 

 

Partie4 ～ Leçon de vocabulaire（単語学習） ～ 

時刻の表現を覚えましょう！ 

Il est ~ heure(s)…. で「今～時…分です。」を表します。会話では通常 12時間制を用います。 

（初級 13‐2で覚えます。まずは、時間と分をそれぞれ覚えましょう。） 

【時間と分】の項目は、12 時～順番に時間を読んで講師と発音練習しましょう。その後、分を 5 分から順番に読

み講師と発音練習しましょう。 

 

【時間と分】        ★25douze heures 

                                        ★12midi（昼の 12時） 

                     ★13minuit（夜の 12時） 

 

★36moins cinq ★24onze heures                              ★14une heure  ★26cinq(5分) 

(5分前)                                                  ★15deux heures  ★27dix(10分) 

★35moins dix ★23dix heures                                      

 (10分前)                                     ★16trois heures★28et quart(15分)  

★34moins le quart  

★22neuf heures(15分前)                                    ★17quatre heures   ★29vingt(20分) 

★33 moins vingt ★21huit heures 

                (20分前)                         ★18cinq heures ★30vingt-cinq(25分)                         

★32 moins vingt-cinq ★20sept heures                                                

              (25分前)        ★19six heures 

                                  ★31et demi (30分) 

                   

※時刻として「○○時 45分」を表す場合は、moins (le) quart を用いるが、時間として「45分間」を表す場合は、

trois quarts (3 x 15) を用いることがあります。 

例：5時 45 分= 6 heures moins quart 

例：45 分= trois quarts d'heures もしくは quarante-cinq minutes 
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Partie5 ～ Exercices（練習問題） ～ 

A ：以下の日本語を、フランス語にして読みましょう。講師が écrivez と言った場合は、チャットにスペルを記入し

ましょう。 

 

★37 Anneは来週の日曜日には、もう出発してしまっているでしょう。  

★38 昼頃には、その映画は終わっているでしょう。  

※終わっている fini（形容詞） ※昼頃に Vers midi 

★39 僕は今朝彼女に電話しましたが、彼女はすでに家を出てしまっていました。 ※～に電話する appeler 

★40 明日のお昼には、彼女はその本を読み終えてるだろうな。 ※～前には avant 

★41 私たちが駅に着くときには、電車は出てしまうかもしれない。 

★42 私は母に頼まれたことをよく忘れていた。 ※頼む demander 

 

★43 B：講師があなたに「来週何をするつもりですか？（Que ferez-vous la semaine prochaine?）」と質問しま

す。 

講師にあなたの来週の予定を話してみましょう。 

あなたの話を聞き、講師がいくつか質問しますので、答えてください。 

※難しい場合は écrivez と言い、チャットに記入された文を見ながら考えてみましょう。 

 

★44 C：講師がこれから言う単語や文章を聞き取り、チャットに書いてください。講師が正解とつづりをチェックし

ます。 

 


